
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上
活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。
２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。
１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４:学期に２～３回知らせた。
３：学期毎に知らせた。
２：年度間に１回は知らせた。
１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。

３：８０％以上の教員が働きかけた。
２：６０％以上の教員が働きかけた。
１：６０％以下の教員が働きかけた。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的
に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、
組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：月1回以上行った。
３：学期に2～3回行った。
２：学期1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
4：月1回以上更新した。
3：学期に2～3回更新した。
2：学期1回以上更新した。
1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。
３:学期１回以上行った
２：年１回以上行った。
１：実施しなかった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。

Ｃ

Ｄ

４：
全て
90%以
上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：
全て
90％以
上

Ｄ

３：
全て
80%以
上

２：
全て
70%以
上

１：
いずれ
かでも
70%未
満

B

　教員の成果評価が良好で
あるにもかかわらず、それ
が児童の実態や意識に十
分に結びついていないこと
に課題を感じる。コロナ禍に
おいて運動の機会や環境
等にも少なからず制限が
あったことが、児童の運動
離れの一因とも考察する。
体育授業や体育的活動の
工夫・改善を中心に、児童
のスポーツ志向が高まる
様々な取組を考えていきた
い。令和５年度からの校舎
増築工事に伴い運動環境
の確保は大きな課題であ
る。家庭や地域との課題共
有や連携も重要であると考
える。

C（児童）：
　学校評価児童アンケート
「先生は、わからないこと
やこまったことがあるとき
に、助けてくれたり相談に
のってくれたりする」で肯定
的な回答をした児童の割
合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「教員は、教え方を
工夫している」で肯定的な
回答をした保護者の割合

C（児童）：
　学校評価児童アンケート
「運動が好きで、すすんで
体を動かしている」で肯定
的な回答をした児童の割
合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「子どもは、体力や
運動能力、運動への意欲
や健康への関心を高めて
いる」及び「学校は、児童
の体力向上や健康教育の
推進に努めている」で肯定
的な回答をした保護者の
割合

Ａ

C（児童）：
　学校評価児童アン
ケート「授業で学習した
ことがよくわかる」で肯
定的な回答をした児童
の割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「子どもは、基礎
的な学力を身に付けて
いる」で肯定的な回答を
した保護者の割合
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Ｂ

３：
全て
80%以
上

２：
全て
70%以
上

４：
全て
90%以
上

４：
全て
90％以
上

３：
全て
80%以
上

２：
全て
70%以
上

C（児童）：
　学校評価児童アンケート
「宿題や家庭学習をしっか
りとやっている」及び「学校
や地域のことが好き」で肯
定的な回答をした児童の
割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「学校は、教育活動
や学校の様子を学校公開
や保護者会、学校行事、
おたよりやホームページ等
を活用して積極的に伝え
ている」で肯定的な回答を
した保護者の割合

目標に対する成果指標

２：
全て
70%以
上

４：
全て
90%以
上

３

C３
（89）

P３
（89）

7

学校関係者記入欄

7

令和４年度　大田区立馬込小学校　自己評価報告書

大項目 取組内容

　子ども一人一人の正
義感や自己肯定感、自
己有用感などを高める
とともに、自他の生命を
尊重する心を育成する
など、未来への希望に
満ちた豊かな心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇　学級数　２１学級　　　〇　児童数７２３名（令和４年５月６日現在）　　　〇　教員数28名　…校長1、副校長1、主幹教諭１、指導教諭１、主任教諭4、主任養護教諭1、教諭19（休業除く）
〇　校内研究　研究主題「伝え合う力を高める指導の工夫」　－ＩＣＴ機器の活用を通して－
〇　研究指定　大田区教育委員会 家庭学習研究推進校　…ＩＣＴを活用した家庭学習「馬込家庭学習ＤＸ」の研究
〇　特色ある教育活動　…　馬込の特色を生かした地域学習の充実「シクラメン栽培（3年）」「大森麦わら細工（4年）」「馬込半白胡瓜、馬込三寸人参の栽培（5年）」「馬込の歴史調べ（6年）」、国際理解教育の充実「海外とのオンライン交流」
〇　体験活動、人との関わりを大切にする活動の重視　　　〇　学校支援地域本部「スクールサポートまごめ」と連携した教育活動
〇　教員の交換授業（一部教科担任制）の実施

C（児童）：
　学校評価児童アン
ケート「きまりを守って行
動している」及び「自分
や友達のことを大切にし
ている」で肯定的な回答
をした児童の割合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「子どもは、やさし
く思いやりのある子に
育ってきている」及び「学
校は、児童の基本的生
活習慣や規範意識など
を育てる心の教育の推
進に努めている」で肯定
的な回答をした保護者
の割合

7

　地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成し
て、評価に必要な学校の情報を適切に
提供し、適正な評価を受けるよう努め
る。

　教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。プ

ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

　学校・家庭・地域が担
う役割などを明確にし、
地域に開かれた教育の
実現を目指します。ま
た、相互の連携を深
め、子どもを育てる仕組
みを作ります。

２

C２
（73・83）

P４
（95）

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　学校広報に力を入れてき
た。特に学校ホームページ
は必要な情報の迅速な掲出
を行い、「馬込の日々」につ
いては毎日更新を徹底し、
年間目標としていた330記事
掲出は10月中に達成し、さら
に継続している。コロナ禍の
下、保護者や地域の方々が
学校の様子を把握しにくい状
況においても「積極的に伝え
ている」と捉えていただいて
おり、今後も継続に努める。
家庭学習に関しては、指標
そのもののハードルをかなり
高く設定している。本校が家
庭学習研究推進校としてそ
の充実に努めてきたこともあ
り、実績が積み上げられつ
つある「馬込家庭学習DX」の
取組を、工夫・改善しながら
継続していく。

★　保護者の成果評価がとても高いこと
に感心しました。先生方の熱心な取組の
表れと思います。

★　学校ホームページより毎日の学校の
様子、取組が発信され、とても素晴らしい
ことと思っています。学校支援地域本部
も先生方に気軽に活用していただけるよ
うになりました。地域の皆様も学校とのか
かわりを楽しみにされています。

★　学校の情報が保護者にもよく伝わり、
広報に力を入れた成果が出ているのは
素晴らしいと感じます。

★　スポーツのプレイヤーと応援の関係
のように相互理解と盛り上げ役も重要視
したいです。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

　学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活動
を実践する。

B

4

３：
全て
80%以
上

成果評価
これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

　家庭との連携により「馬込家庭学習
DX」を推進する。

３

C３
（85・95）

P３
（96・87）

２

C２
（78）

P３
（80・86）

２：
全て
70%以
上

１：
いずれ
かでも
70%未
満

Ａ

　児童・生徒一人一人
の学ぶ意欲を高め、確
かな学力を定着させま
す。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：
いずれ
かでも
70%未
満

4

　体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

　学習カルテを基に児童・生徒と面談し、
一人ひとりの学習のつまずきや学習方
法について、指導する。

　小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識を
高める。

Ｄ

目標 取組指標

　学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられる児
童・生徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

　スポーツに親しむ心の
育成や、運動習慣の定
着による体力の向上な
ど、生涯にわたって健
康増進を図る意識の向
上をめざします。

　学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

　児童・生徒が安全・安
心に学校生活を送るた
めに、教員の指導力向
上と良質な教育環境を
つくります。

　各種研究発表会等の研究・研修の成
果を、自身の授業改善に生かす。

　授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研
修等を実施しOJTを充実させる。

　授業公開日の授業評価を、その後の
授業改善に生かす。

　校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

　給食指導及び教科等における指導を
通して、食生活の充実・改善をねらいとし
た「食育」を推進する。

　校内研究「伝え合う力を高める指導の
工夫－ICT機器の活用を通して-」に取り
組み、教員一人一人の指導力の向上を
図る。

4

4

4

　算数・数学到達度をステップ学習チェッ
クシートで児童・生徒、保護者に知らせ
る。

　学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

　授業改善推進プランを、授業に生か
す。

　問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

　道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授業
等を行う等道徳指導充実のための取組
を行う。

　「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組
等を通して、児童・生徒や保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識啓
発を行う。

★　一人一人に目を向けていただいて、
先生方が取り組まれていくことが何より大
切なことと思います。個人差にも配慮して
いただくようお願いいたします。

★　保護者の方々もほぼ満足されている
様子。先生方の日頃の細やかなご指導
が評価されていると思います。これからも
様々な取組に期待したいと思います。

★　心配事が多いと学習に集中しづらく
なりますが、馬込の児童はTPO（切り替
え）の能力は高いと感じます。

★　児童・保護者共に90パーセント近くが
学習内容がわかる・身に付いていると回
答しているのは素晴らしい結果だと思い
ます。

　成果評価「４」にわずかに
達しなかったが、アンケート
結果は児童、保護者とも肯
定的回答率が高かったと捉
える。「わかった・できた」と
いう感覚は、次の学習への
意欲や自己肯定感の向上
につながるものであり、大
切にしたい。毎時の授業に
おいて、「何ができるように
なるか」という育成を目指す
資質・能力を教師と児童が
しっかりと共有できる授業づ
くりを心がける。めあての明
確化は当然だが、学習の見
通しをもたせる指導、しっか
りとした振り返りをさせるこ
とを意識した授業づくり、児
童の言語活動の一層の充
実を図る。

6

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

１：
いずれ
かでも
70%未
満

★　自他を尊重して自己肯定感が養われ
ることが一番と思います。学校外の影響
もあると思いますが一般論として少数者
への関心を忘れることがないように心が
けたいと思います。

★　不登校や不適応等については各家
庭の環境もあり、とても難しいことと思い
ます。先生方があきらめずに取り組んで
いる姿に敬意を表します。

★　勉強よりも重要な部分で高い結果を
得ていることはとても素晴らしいです。自
分のことも友達のことも大切にできるとい
うのは、小学生にとって簡単なことではな
いと思いますが、しっかり意識しているこ
とが大切だと感じました。

★　他者をよく理解し行動を起こす事は、
最低限のルールを守る事につながると思
います。成長とともにそのルールの内
容、起源を学んでいってほしい。

★　コロナの影響が小さくなってからの変
化に注目したいと思います。

★　コロナ禍が続く中でしたが、日常が少
しずつ戻ってきていると思います。児童が
運動に楽しく取り組める工夫が必要かも
しれません。

★　大人もそうだがコロナ禍により運動不
足をまねいたことも考えられますね。好き
嫌いもあるとは思いますが、体育の授業
などをきっかけにしてそれぞれが好きな
運動を見つけられると良いと思いました。

★　体力、持久力がないと、いざ鎌倉へ
は向かえないと思います。

★　先生方の心身のゆとりも関係してくる
と思います。バランスのよいＯＪＴ等が行
われることを望みます。

★　ＩＣＴを適切に活用し授業の充実がさ
れていることに先生方の事前準備も大変
なのではないでしょうか。

★　８０％以上の児童が先生を頼りにで
きる環境にいることをうれしく思います。
保護者も先生方の工夫を感じ取ってくだ
さっているのはコミュニケーションがとれ
ている証拠だと思います。

★　日々の小さなとても細かい思いやり
の必要性を感じます。
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　学校生活の基本として、
馬込生活スタンダードに基
づく指導を全学年・学級で
統一して行うとともに、定期
的な振り返りをさせることで
定着を図っている。「自分や
友達のことを大切にしてい
る」という項目で肯定的な回
答が多かったのはよい。日
頃から挨拶はよくできてい
る。規範意識や望ましい生
活習慣に関する指導を引き
続き行っていく。コロナ禍の
影響もあり、不登校や不適
応の児童も見られるが、家
庭や外部機関との連携、多
様な支援体制により、改善
傾向が見られるケースが多
い。２学期から道徳だより
「心のたね」（隔月Ｗｅｂ発
行）を発行し、家庭・地域と
共に道徳教育の充実を図る
手だてのひとつとしている。

4

4

4

３

C３
（83）

P３
（87）

　校内研究を中核としてICT
を活用した「伝え合う力」の
育成に努めてきた。また校
内におけるOJTや校内研修
の充実を図り、各教員が一
定のスキルと共通の意識を
もてるように取り組んでき
た。コロナ禍の下での学校
公開は、時間指定等の制
限が多く、保護者からは参
観が十分にできないために
評価が難しいという声も
あった。感染症対策ガイドラ
インの緩和に合わせて実施
方法を改善していく必要が
ある。
　児童の指標の肯定的回
答が高まるよう、各教員が
児童理解に一層努め、あら
ためて一人一人に寄り添っ
た指導・対応に努める。

３：
全て
80%以
上

２：
全て
70%以
上

１：
いずれ
かでも
70%未
満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

　コミュニケーション能
力、情報活用能力、とも
に生きる力等、これから
の社会の変化にしなや
かに対応する子どもの
力と自信を身に付けま
す。

　外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力
の育成等を図っている。

4
C（児童）：
　「コンピュータやイン
ターネットなどを活用し
て情報を収集し、自分の
考えをまとめたり発表し
たりすることができる」と
回答した６年児童の割
合

P（保護者）：
　学校評価保護者アン
ケート「学校は、外国語
教育、論理的・科学的な
思考力の育成、ICT活用
等の今日的課題に対応
した教育活動の推進に
努めている」で肯定的な
回答をした保護者の割
合

４：
全て
90%以
上

　学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

　他者の人権を尊重する人権教育の推
進を目指し、人権教育資料等を活用した
授業を実施する。

3

★　６年児童の成果評価が高いのでよい
方向に進んでいることと思います。

★　ＩＣＴ機器を器用に取り扱う児童の適
応能力の素晴らしさを感じています。タブ
レットを活用した学習の取組のこれから
の課題も伺い各家庭の理解と協力が不
可欠と思いました。

★　掲示物を拝見していると子どもたちの
タブレットを使用した製作物に驚きます。
子どもたちの評価どおりだと感じました。

★　知識を積み上げる習慣をつけて頂き
たく思います。表現力にはTPOがあり、そ
れが個性になっていくように感じます。

　論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かした体
験活動や理数授業等を実施する。

3 ３：
全て
80%以
上 Ｂ 1

Ｃ

　体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級一
実践」運動を実践する。

3
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Ｄ

２

C4
（95）

P２
（79）

　大田区家庭学習研究推進
校としての取組「馬込家庭学
習DX」や区教育委員会ICT
教育推進専門員の指導の下
で進めた校内研究を中心
に、ICT機器を活用した授業
を積極的に展開することがで
きた。タイピング検定なども
取り入れ、児童の操作スキ
ルも大きく向上している。
　保護者アンケートの肯定的
回答がわずかに80%に届か
なかったが、この項目につい
て「わからない」との回答が
12.5%あった。効果が児童の
変容となって表れるようにす
るために、教育課程の見直
し、授業改善を図る。また、
今日的諸課題に対する本校
の取組についてより理解さ
れるように、学校広報による
啓発や家庭との連携といっ
た点でも工夫が必要である。
　独自教科「おおたの未来づ
くり」新設に向けても、学校
全体でのカリキュラム・マネ
ジメントを進める。

Ａ 6


